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概要・成果： 

本発表では、LLM ベースのチャットボットにおける感情表出がユーザーの信頼に与える影響について

検討した。特に、タスク文脈と感情の整合性、および感情粒度の違いに着目し、VAD に基づく

Conditional RAG を用いて感情表現を制御した応答を作成し、オンライン実験により比較を行った。

その結果、文脈に適合した感情表出は不一致条件や中立条件よりも高い信頼につながることが示され

た。一方で、感情粒度が高ければ常に望ましいとは限らず、失敗場面では過度に精緻な感情表出がか

えって信頼を下げる可能性も示唆された。以上より、チャットボット設計においては、感情の有無だ

けでなく、文脈との整合性や感情表現の細かさを調整することの重要性が示された。 
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